
末期がん・難病フロア特別利用料

家賃：２９，０９５円

管理費：26,200円
食費：42,705円

合計：９８，０００円

※個室内電気代が別途必要となります

※介護保険・医療保険の
自己負担分が別途必要となります

地下鉄谷町線 「駒川中野」駅 より徒歩約５分
スーパー・コート東住吉２号館 住所：大阪市東住吉区西今川4丁目１７－１３

末期がんや難病のご家族様がいらっしゃる方へ

医療・看護・介護が連携し、24時間安心の体制を作りました
夜間の不安

自宅介護の不安
痛みへの不安

そんな多くの不安を安心にかえたい、それが私たちの願いです

お問合せ・ご相談

お気軽にご連絡ください

居室の様子

相談員 田中（たなか）

直通📱📱 090-9279-5975
施設☎ 06-6769-5888

末期がん・難病の方の専門フロア
「在宅ホスピス」ができました。

24時間看護師のいる安心、介護のケアの心配もなく

個室で自分の時間が過ごせます

ナースコールも
ついています

＊末期のがん患者様
麻薬による疼痛管理も行っております
お看取り対応も可能です

＊難病患者様
・多発性硬化症
・重症筋無力症
・筋萎縮性側索硬化症ALS
・脊椎小脳変性症
・パーキンソン病関連疾患
（進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）
・多系統萎縮症
（線条体黒質変性症、オリーブ矯小脳萎縮症 及びシャイ・ドレーガー症候群）
・脊髄性筋萎縮症
・頚髄損傷
・人工呼吸器を使用している状態（台数制限がございます）

食堂・談話室

在宅ホスピスフロアお受入れ対象疾病・医療行為

スーパー・コート東住吉２号館
介護付有料老人ホーム

※ その他の神経難病お持ちの方も
どうぞご相談ください。

住所：大阪市東住吉区西今川4丁目１７－１３



「ひと口」にはいろんなひと口がある

お口から召し上がることへのいろいろな思いがあります

「 またお口からしっかり食べれるようになってほしい 」

「 もうお食事は難しいけれど、お楽しみ程度でも食べさせてあげたい 」

「 最後に大好きだったアイスクリームをひと口だけでも食べさせてあげたい 」

その思いに寄り添うために嚥下リハビリ を支援する 「 嚥下訓練サポートチーム 」 です！

がん末期・パーキンソン病などの神経難病専門施設

「銀のさじ」プロジェクト始動！

ケアマネージャー

言語聴覚療法士を中心に、

主治医、訪問歯科、リハビリスタッフ、看護師、介護士、

ケアマネージャーそして家族と一緒に

大切な「一口」を考えて、支援していきます

リハビリスタッフ
（PT/OT/機能訓練士）

医療（主治医）チームリーダー
ST 言語聴覚療法士

医療（歯科）

看護師

介護

家族



「銀のさじ」プロジェクトとは・・・

生まれた赤ちゃんに、一生食べ物に困らないようにと

銀のスプーンを贈る風習があります。

私たちは、最初のひと口で願うように、人生最期のひと口でも

ご本人とそのご家族が幸せを感じてほしいという思いで

このプロジェクトを立ち上げました。

「銀のさじ」プロジェクトでは、お食事を再開したいという積極的なリハビリだけではなく、

最期の時にほんの「ひと口」を召し上がっていただくためのサポートを行っています。

そんな思いのご家族様がいらっしゃいましたら、ぜひ私たちにご相談ください。

嚥下リハビリの流れ

＊ 嚥下リハビリは、言語聴覚療法士、主治医の判断のもと

行われます、そのためリハビリが難しい場合もございます言語聴覚療法士・主治医の問診

歯科医の問診

内視鏡検査等（必要な場合）

診断・方針の決定

家族との話し合い

言語聴覚療法士を中心に嚥下訓練サポートチームによる嚥下リハビリの開始

＊ お困りごとの原因をお調べし、改善のための助言

＊ 看取り期のお食事の場合のご相談

訪問歯科による内視鏡検査

診察は摂食嚥下専門医が担当します

検査は医療保険の適用となります

介護付き有料老ホーム

スーパー・コート東住吉2号館

お問合せ・ご相談 090-9279-5975 担当：田中（入居相談員）

住所： 大阪市東住吉西今川4丁目17番13号

最寄り駅 地下鉄谷町線「駒川中野」駅 徒歩5分

がん末期・パーキンソン病などの神経難病専門
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